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老
後
を
安
心
し
て
生
活
で
き
る
の
は
、
安
定
し
た
年
金
と
、
人
と
の
温

か
い
絆
で
す
。

　

生
活
の
基
盤
に
な
っ
て
い
る
年
金
を
は
じ
め
と
す
る
社
会
保
障
に
つ

い
て
は
、
こ
れ
か
ら
の
こ
と
を
考
え
る
と
不
安
な
面
が
あ
り
ま
す
。

　

年
金
の
場
合
は
「
世
代
間
扶
養
」
で
現
役
世
代
が
保
険
料
を
納
め
て
、

年
金
を
受
け
取
る
高
齢
世
代
を
支
え
て
く
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
基
本
は
、

自
助
・
共
助
・
公
助
で
す
が
、
社
会
保
障
費
（
年
金
・
医
療
・
介
護
・
子

育
て
）
は
、
年
金
受
給
者
等
の
増
加
で
、
毎
年
1
兆
円
以
上
増
え
て
い
る

と
の
こ
と
で
す
。

　

新
し
く
政
権
が
代
わ
り
、
経
済
政
策
や
税
制
改
正
等
が
考
え
ら
れ
て
い

る
よ
う
で
す
。
し
か
し
、
こ
れ
以
上
国
の
赤
字
を
増
や
さ
な
い
為
の
一
つ

と
し
て
、
消
費
税
率
を
上
げ
た
い
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
が
、
高
齢
世
代

を
支
え
て
く
れ
る
働
く
人
を
増
や
す
こ
と
や
、
働
く
人
の
収
入
を
少
し
で

も
多
く
な
る
よ
う
な
政
策
も
考
え
て
欲
し
い
と
こ
ろ
で
す
。
今
後
の
年

金
・
医
療
・
介
護
・
子
育
て
等
に
つ
い
て
も
、
誰
で
も
安
心
で
き
る
社
会

保
障
制
度
と
し
て
、
長
期
的
に
安
定
し
た
制
度
に
な
る
よ
う
に
退
公
連
の

一
員
と
し
て
見
守
り
た
い
。
ま
た
要
望
や
共
通
理
解
に
立
つ
話
し
合
い
等

で
、
で
き
る
範
囲
で
行
動
し
て
い
き
た
い
。
そ
の
基
盤
に
な
る
の
は
、
楽

し
い
こ
と
や
困
っ
た
こ
と
な
ど
何
事
も
言
い
合
え
る
人
と
の
絆
を
深
め

る
各
支
部
の
活
動
に
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
か
ら
、
会
長
に
就
任
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、
会
員
皆
様

の
支
え
が
あ
っ
て
こ
そ
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

老
後
を
安
心
し
て
暮
ら
し
た
い

10月23～24日（日比谷公会堂）日公連 全国大会創立65周年記念

　

福
岡
県
代
表
の
11
名
は
、
10
月
24
日
、

朝
8
時
半
「
ふ
く
お
か
会
館
」
を
出
発
し
、

議
員
会
館
ヘ
と
向
か
っ
た
。
ま
ず
参
議
院
の

松
山
、
大
久
保
、
大
家
、
岩
本
各
議
員
を

訪
問
し
、
名
刺
を
交
換
後
、
要
望
書
を
手

渡
し
た
。
衆
議
院
の
議
員
会
館
は
2
つ
あ

る
の
で
、ま
ず
第
2
会
館
を
訪
れ
た
。
緒
方
、

藤
田
、
鳩
山
各
議
員
に
要
望
書
を
渡
し
た
。

鳩
山
議
員
と
は
ゆ
っ
く
り
と
歓
談
で
き
た
。

第
1
会
館
の
麻
生
、
稲
富
、
武
田
、
城
井
、

楠
田
各
議
員
に
、
職
域
加
算
廃
止
に
は
納
得
で
き
な
い
と
訴
え
た
。

　

日
比
谷
公
会
堂
は
、千
名
を
超
す
参
加
者
の
熱
気
で
満
ち
て
い
た
。

渡
部
恒
三
、
伊
吹
文
明
両
議
員
の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、
全
員
で
大
会

決
議
を
採
択
し
た
。
36
年
間
会
員
の
増
加
を
達
成
し
た
愛
知
県
連
が

表
彰
さ
れ
た
。
記
念
講
演
は
、
河
教
授
に
よ
る
「
長
寿
と
高
齢
化
社

会
」
で
あ
っ
た
。
創
立
65
周
年
記
念
大
会
は
、
大
変
意
義
深
い
大
会

と
な
っ
た
。

県
代
表
が
議
員
に
要
望
書
を
手
渡
す

◯ 追加費用の減額反対の要請（恩給問題）
◯ 在職老齢年金の支給停止の改善を要望
◯ 職域加算部分の廃止後の補填について
◯ 65才定年制の導入を推進すること
◯ 組織の強化を図り地域と連帯すること
◯ 社会保障制度の確立を図ること

国会議員に請願

会　長 吉田　筑三
城　南 下村　進
早　良 高橋　章
嘉　山 緒方　克州
遠　中 中葉　允雄
戸　畑 草木　正人

三　大 石橋　良夫
八　女 樋口順一郎
小　倉 岩谷　武利
田　川 道　　富雄
事務局 稲田　瑞穂

全国大会参加者

新
会
長
あ
い
さ
つ

福
岡
県
退
職
公
務
員
連
盟

　
　
　
　
会
長
　
吉
田
　
筑
三
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7
月
集
中
豪
雨
に
よ
る
県
内
の
水
害
被
害

吉
田
会
長
か
ら
　
水
害
見
舞
い

朝
倉

八
女

浮
羽

柳
川
み
や
ま

水
害
被
害
報
告
　
　

浮
羽
支
部
長　

坂
手　

進

ありがとう！感謝！感謝！

　

残
暑
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

７
月
の
水
害
被
害
の
後
片
付
け
は
、

は
か
ど
っ
て
い
る
こ
と
と
思
っ
て
い

ま
す
が
、
あ
ら
た
め
ま
し
て
水
害
被

害
の
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

８
月
に
香
川
県
高
松
市
の
退
公
連

女
性
部
長
の
納の

う
だ田
サ
ヨ
様
か
ら
救
援

物
資
が
届
き
ま
し
た
。
水
害
被
害
の

報
告
を
戴
い
て
お
り
ま
し
た
貴
支
部

へ
救
援
物
資
を
遅
く
な
り
ま
し
た
が

お
送
り
致
し
ま
す
。
救
援
物
資
は
、

新
品
の
タ
オ
ル
の
雑
巾
で
す
。
貴
支

部
の
会
員
や
、
学
校
や
、
公
民
館
等

へ
ご
配
布
く
だ
さ
れ
ば
結
構
か
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
お
手
数
を
お
掛

け
し
ま
す
が
、
善
意
が
こ
も
る
高
松

市
か
ら
の
物
資
で
す
の
で
、
不
足
す

る
か
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
貴
支
部
で

自
由
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う

お
願
い
致
し
ま
す
。
こ
の
封
書
と
救

援
物
資
が
届
く
の
が
順
調
で
な
い
場

合
は
、
ご
配
慮
下
さ
い
。
県
本
部
か

ら
支
援
が
な
い
こ
と
を
お
詫
び
し
ま

す
。

各地区の主な被災状況

　

大
雨
の
警
報
の
後
は
、
暑
さ
と

の
闘
い
の
日
々
と
な
り
ま
し
た
。

お
見
舞
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

17
日
現
在
の
被
害
害
状
況
は
別

紙
の
通
り
で
す
。
24
日
現
在
も

山
間
地
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
復
旧

が
急
ピ
ッ
チ
で
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
特
に
被
害
が
大
き
か
っ
た
田

篭
地
区
、
新
川
地
区
は
、
道
路
復

旧
が
急
が
れ
て
、
22
日
に
現
場
に

行
っ
て
、
地
域
の
区
長
さ
ん
に
必

要
な
支
援
に
つ
い
て
伺
っ
て
き
ま

し
た
。
各
地
区
か
ら
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
へ
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
さ
ん
が
来
ら
れ
上
砂
の
除
去
、

床
下
の
掃
除
な
ど
を
し
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

　
﹇
社
会
福
祉
協
議
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
を
立
ち
上
げ
、
か
か
わ
る
仕

事
を
し
て
い
ま
す
﹈
今
後
も
山
間
部
に

か
か
わ
ら
ず
床
上
、
床
下
浸
水
な
ど
の

被
害
が
あ
っ
た
家
屋
の
消
毒
な
ど
の
作

業
も
続
け
て
い
く
こ
と
に
な
る
と
思
い

ま
す
。

　

雑
ぱ
く
な

報
告
で
済
み

ま
せ
ん
。
会

員
の
方
々
の

話
も
こ
れ
か

ら
聞
い
て
い

き
た
い
と
思

い
ま
す
。

香川県退職公務員連盟　女性部長　納
のうだ

田　サヨ様から救援物資女
性
部
実
態
調
査
か
ら

県
連
女
性
部
長
　
藤
田
　
直
子

　

ど
の
支
部
も
女
性
部
長
さ
ん
が
中
心
と

な
り
、
男
女
一
緒
に
活
動
さ
れ
て
い
る
様

子
が
伺
え
ま
し
た
。
会
員
の
高
齢
化
、
新

会
員
獲
得
に
は
、
苦
労
し
て
い
る
よ
う
で

す
。

　

お
茶
を
飲
み
な
が
ら
の
お
喋
り
会
の
中

か
ら
、
お
花
見
会
で
も
…
と
集
う
場
が
で

き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

あ
る
女
性
部
長
さ
ん
が
「
◯
◯
だ
っ
た

ら
で
き
る
よ
ね
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

子
ど
も
の
遠
足
み
た
い
な
感
覚
で
、
気
軽

に
集
ま
り
の
ん
び
り
と
ひ
と
と
き
を
過
ご

さ
れ
た
ら
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
そ
こ
に
会

員
同
士
の
絆
が
で
き
強
く
な
っ
て
い
く
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

朝倉支部におきましては、東峰、杷木の２地
区は、大被害をうけました。会員の井手氏、
井上氏、奈須氏の三氏の孤立状態が続き、我々
も近づけない状態です。住居そのものは大し
たことはありませんが、倉庫などは石が流れ
込み、昨日、やっと飲み水が自由にとれる状
態になりました。
東峰地区が 19日に開通しました。

朝　

倉

矢部川が71キロにわたって決壊。山間部は、
道路がズタズタ。星野村には直接には行けな
い。茶畑の被害が出て、八女も大変である。
今までに経験のない大雨だった。

八　

女

田篭地区、新川地区は道路が寸断されていま
す。山間部の被害が大きい。家屋も崩壊して
います。床上、床下の浸水もあります。消毒
作業も大変です。土石流も出ています。

浮　

羽

矢部川の決壊により支流の沖ノ端川が決壊
する。208 号線の南の市街地が洪水となる。
市内の三橋町の中山小学校も被害にあってい
ます。校舎の１階が浸水しました。市内の大
和町の六合小学校校区も浸水しています。豊
原・中島小学校には、400 名の住民が避難
しています。沖ノ端川の決壊により市街地は、
浸水状態である。

柳
川
み
や
ま

香川県からダンボールいっぱい
の手づくり雑巾が届きました
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顧 問 水落　常人　
会 長 吉田　筑三　
副 会 長 久保山　潔　
副 会 長 吉浦　公生　
事 務 局 長 稲田　瑞穂　
経 理 担 当 光澤　なみほ
組 織 部 長 松田　博直　
研 修 担 当 八木　治海　
福 祉 担 当 水崎　芳　　
女 性 部 長 藤田　直子　
監 事 篠倉　邦男　
監 事 泊　　秀治　

平成24年度
　　県・退公連理事名

支部名 23年 24年
福 岡 市 東 区 82 79
福岡市博多区 57 55
福岡市中央区 60 49
福 岡 市 南 区 9 10
福岡市城西区 107 101
福岡市早良区 114 105
福 岡 市 西 区 145 135
糟 屋 138 136
宗 像 5 5
糸 島 14 14
筑 紫 南 137 122
筑 紫 北 99 95
朝 倉 207 196
八 幡 476 458
戸 畑 138 136
若 松 145 137
直 方 200 191
嘉穂  ・ 山田 284 282

支部名 23年 24年
飯 塚 102 91
鞍 手 205 195
遠 賀 ・ 中 間 65 58
久 留 米 106 86
大 牟 田 171 169
柳 川 み や ま 395 372
八 女 212 187
三 瀦 ・ 大 川 180 170
浮 羽 210 201
小 郡 ・ 三 井 86 80
門 司 69 66
小 倉 470 449
田 川 市 121 102
田 川 郡 199 185
行 橋 ・ 京 都 118 113
豊 前 ・ 築 上 170 150

合 計 5,296 4,980

平成24年度　福岡県退公連会員数　平成24年8月末調査

　

発
行
か
ら
12
年
も
続
く
「
若
松

支
部
だ
よ
り
」
は
、
い
た
わ
り
、

思
い
や
り
、
支
え
合
う
支
部
の
活

動
の
原
動
力
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

支
部
の
活
動
は
、
大
き
く
５
つ

あ
り
ま
す
。
①
支
部
総
会
、
②
敬

老
行
事
、
③
日
帰
り
旅
行
、
④
新

年
会
、
⑤
支
部
だ
よ
り
の
発
行
で

す
。
入
院
中
の
様
子
、
訃
報
や
転

居
な
ど
を
掲
載
。
５
つ
の
活
動
が

若
松
支
部
活
動
の
基
本
で
す
。

日
公
連
新
聞　

７
月
号
に

若
松
支
部
の
活
動
を
紹
介（
抜
粋
）

　

年
金
等
学
習
会
に
お
い
て
、
水
落
前
会
長

は
多
年
に
わ
た
り
、
難
解
な
年
金
問
題
を
分

か
り
や
す
い
学
習
資
料
に
ま
と
め
ら
れ
、
講

師
も
務
め
て
い
た
だ
い
た
こ
と
に
対
し
、
深

く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
各
支
部
の

総
会
や
年
金
学
習
会

に
お
い
て
も
、
講
話

あ
る
い
は
、
あ
い
さ

つ
を
兼
ね
た
講
話
に

よ
り
我
々
の
生
活
に

直
結
す
る
年
金
問
題
、

税
金
、
社
会
福
祉
制

度
な
ど
多
岐
に
わ
た

り
時
宣
を
得
た
問
題
点
の
解
説
も
取
り
上
げ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

前
会
長
は
、
日
公
連
理
事
と
し
て
財
団
の

運
営
に
参
加
す
る
ほ
か
、
内
部
組
織
「
社
会

保
障
対
策
委
員
会
」
副
委

員
長
の
立
場
か
ら
、
日
公

連
全
国
会
員
対
象
に
毎

年
度
開
催
の
研
修
会
分

散
会
の
運
営
・
助
言
を
さ

れ
、
日
公
連
全
体
会
で
は

司
会
を
務
め
る
等
本
県

の
み
な
ら
ず
全
国
地
連

指
導
者
の
育
成
に
も
寄

与
さ
れ
ま
し
た
。

年
金
学
習
会

熱
弁
で
語
る
水
落
前
会
長

研
修
担
当
理
事
　
八
木
　
治
海

苛
政
は
虎
よ
り
猛
し

　

前
国
会
で
成
立
し
た
法
案
中
、
年
金
受

給
者
へ
の
生
活
基
盤
の
衝
撃
は
、
現
在
受

給
の
特
例
水
準
を
本
来
水
準
へ
引
き
下
げ

法
（
25
年
1
％
、
26
年
1
％
、
27
年
０
・

５
％
）
追
加
徴
収
（
終
生
）
職
域
加
算
廃

止
に
よ
る
減
額
（
約
２
，０
０
０
円
程
度
）

復
興
特
別
所
得
税
２
・
１
％
（
25
年
間
）

住
民
税
26
年
6
月
（
1
人
１
，０
０
０
円

上
積
み
10
年
間
）
消
費
税
8
％
〜
10
％
へ

の
引
き
上
げ
等
、
弱
者
救
済
よ
り
圧
政
、

加
え
て
地
方
交
付
税
の
減
額
は
住
民
税
増

前
会
長
　
水
落
　
常
人

国
民
に
過
酷
な
租
税
を
課
し
、
苦
し
め
る
政
治
は
、

虎
に
食
わ
れ
て
死
ぬ
苦
し
み
よ
り
恐
ろ
し
い
。

　各支部とも会員の減少がみられます。お互いに協力して、会員
増を目指し努力しましょう。  組織部長　松田　博直

税
へ
と
住
民
の
生
存
に
係
わ
る
重
大
な
課

題
で
す
。
一
方
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
に
よ
る
政

治
に
は
重
大
感
心
事
で
す
が
一
抹
の
不
安

が
見
え
隠
れ
し
ま
す
。
こ
の
期
に
日
公
連

と
連
携
し
、
遺
族
年
金
者
対
象
に
勧
誘

活
動
を
地
連
毎
に
発
想
の
転
換
の
具
現
化

を
図
ら
ね
ば
組
織
活
動
も
退
化
の
恐
れ
が

あ
り
ま
す
。
年
々
組
織
の
高
齢
化
が
心
配

で
な
り
ま
せ
ん
。
最
後
に
十
有
余
年
ご
支

援
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
会
員
の
皆
様

に
、
心
よ
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
24
年
7
月
4
日
（
水
）
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物
故
者
へ
の
黙
祷
か
ら
始
ま
っ
た
全
国
大

会
。
国
歌
斉
唱
、
日
公
連
の
歌
。
指
揮
、
ピ

ア
ノ
伴
奏
、
歌
す
べ
て
武
蔵
野
音
楽
大
学
教

授
池
田
温
氏
を
は
じ
め
と
す
る
プ
ロ
の
音
楽

家
の
方
々
の
顔
ぶ
れ
に
は
驚
い
た
。「
オ
ー
・

ソ
レ
・
ミ
オ
」
の
独
唱
に
感
激
。
そ
し
て
最

後
に
全
員
で
歌
っ
た
「
故
郷
」
は
、心
が
ジ
ー

ン
と
き
た
。
日
公
連
全
国
大
会
は
、
祝
電
が

あ
り
、
来
賓
と
し
て
多
数
の
国
会
議
員
が
代

わ
る
代
わ
る
参
加
さ
れ
た
。
大
会
は
、
会
長

所
信
表
明
、
来
賓
祝
辞
、
基
調
提
言
、
決
議
、「
長

寿
と
高
齢
化
社
会
（
記
念
講
演
）」
と
い
う
流

れ
で
進
め
ら
れ
た
。

　

大
会
に
参
加
し
て
感
じ
た
こ
と
は
、
財
団
法

人
日
本
退
職
公
務
員
連
盟
は
、
数
の
力
に
よ
っ

て
政
府
に
圧
力
を
か
け
、
自
分
た
ち
の
言
い
分

を
通
す
よ
う
な
小
さ
な
組
織
で
は
な
い
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
公
務
員
の
職
務
の
特
殊
性
か
ら

有
為
な
人
材
確
保
を
維
持
さ
せ
て
行
く
た
め
の

年
金
制
度
に
な
る
よ
う
提
言
し
て
い
き
た
い
。

全
国
大
会
に
参
加
し
て

八
女
支
部　
　

樋
口　

順
一
郎

　

本
大
会
は
、
創
立
65
周
年
を
記
念
し
て
、

10
月
24
日
（
水
）、
東
京
都
日
比
谷
公
会
堂

で
13
時
か
ら
盛
大
に
行
わ
れ
た
。
10
月
23
日

（
火
）、
都
内
「
ふ
く
お
か
会
館
」
に
福
岡
県

連
各
支
部
代
表
役
員
11
名
が
16
時
30
分
に
全

員
集
合
後
、
県
連
吉
田
会
長
、
稲
田
事
務
局

長
か
ら
24
日
の
大
会
に
向
け
て
の
留
意
事
項

に
つ
い
て
詳
細
な
説
明
が
な
さ
れ
た
。
暫
時

休
憩
後
夕
方
18
時
か
ら
当
会
館
で
鳩
山
邦
夫

国
会
議
員
外
数
名
の
議
員
、
秘
書
を
交
え
て

明
る
い
和
や
か
な
ム
ー
ド
の
中
で
情
報
交
換

を
兼
ね
た
懇
親
会
が
約
２
時
間
行
わ
れ
、
就

寝
し
た
の
は
21
時
頃
で
あ
っ
た
。
翌
24
日
は
、

前
日
の
悪
天
候
が
嘘
の
よ
う
に
朝
か
ら
快
晴

に
恵
ま
れ
、
全
国
大
会
を
祝
福
し
て
く
れ
る

よ
う
で
あ
っ
た
。
当
館
食
堂
で
７
時
に
朝
食

後
、
8
時
45
分
、
同
ロ
ビ
ー
に
て
連
絡
打
ち

合
せ
会
、
９
時
に
国
会
議
員
会
館
へ
全
員
徒

歩
で
出
発
し
、
到
着
後
選
挙
区
出
身
議
員
を

対
象
に
担
当
者
が
中
心
に
な
っ
て
、
要
望
書

（
日
本
退
公
連
会
長
と
福
岡
県
連
会
長
名
）
と
各

自
名
刺
持
参
の
上
、
全
員
参
議
院
会
館
か
ら
衆

議
院
第
１
会
館
へ
陳
情
後
、
議
員
の
秘
書
か
ら

国
会
議
事
説
明
を
受
け
内
部
を
つ
ぶ
さ
に
見
学

し
て
、
初
め
て
の
経
験
で
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
さ

に
驚
い
た
。
11
時
20
分
、
国
会
議
事
堂
議
員
食

堂
で
昼
食
後
、
徒
歩
で
会
場
へ
出
発
し
、
13
時

に
全
国
大
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　

式
典
は
、
大
会
次
第
に
従
い
円
滑
に
行
わ
れ
、

特
に
感
銘
を
受
け
た
の
は
、
来
賓
祝
辞
で
の
民

主
党
最
高
顧
問
の
渡
部
恒
三
議
員
と
自
民
党
伊

吹
文
明
議
員
の
す
ば
ら
し
い
ス
ピ
ー
チ
で
あ
っ

た
。
両
議
員
は
、
立
場
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
が
、

国
民
の
目
線
に
立
っ
た
政
治
を
行
い
、
平
和
な

明
る
い
日
本
を

め
ざ
し
日
本
退

公
連
の
皆
様
方

と
も
相
協
力
し

支
援
し
て
い
き

た
い
。（
後
略
）

国
会
議
事
堂
を
見
学

福
岡
市
城
南
区
支
部　

下
村　

進

日本退職公務員連盟創立 65周年記念大会

日　時 行事名

4月10日（水） 三部長会議（事務局長、組織部長、女性部長）【福岡天神センタービル4階第2会議室】
5月 8日（水） 会計監査【県庁1階総務事務センター】
10日（金） 支部役員報告締め切り
22日（水） 日公連　評議員会（東京）吉田会長
24日（金）県連会報紙（30号）発送

6月 4日（火） 九州地区連絡協議会（大分市）吉田会長・稲田事務局長　5日（水）まで

12日（水）県・評議員会（24年度事業・決算等）　【福岡天神センタービル　3階　第3会議室】

7月 4日（木）年金等学習会【福岡天神センタービル　4階　第2会議室】
8月31日（土） 平成25年度会員数集約

9月 2日（月）全国大会参加者打ち合わせ会【県庁1階総務事務センター】

平成25年度年間事業予定表

創
立
65
周
年
記
念
大
会

　

10
月
23
日
（
火
）、
16
時
半
、
県

本
部
の
吉
田
会
長
、
事
務
局
長
、

支
部
代
表
11
名
が
「
ふ
く
お
か
会

館
」
に
集
合
し
た
。
情
報
交
換
会

に
国
会
議
員
が
激
励
に
来
ら
れ
た
。

翌
朝
、
衆
参
の
国
会
議
員
会
館
で

本
県
出
身
議
員
へ
の
陳
情
・
請
願

を
行
っ
た
。
全
員
で
行
動
し
た
が
、

陳
情
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
各
選

挙
区
と
関
係
の
深
い
支
部
が
訴
え

た
。
議
員
や
秘
書
の
方
々
は
、
誠

実
に
対
応
し
て
頂
き
、
大
変
心
強

く
感
じ
ら
れ
た
。

　

午
後
、
標
記
の
全
国
大
会
が
日

比
谷
公
会
堂
で
盛
大
に
開
か
れ
た
。

１
，３
０
０
名
の
会
員
が
一
堂
に
会

し
、
１
５
０
名
を
超
え
る
国
会
議

員
が
拍
手
で
紹
介
さ
れ
た
。
会
場

が
熱
気
に
溢
れ
る
中
、
基
調
提
言
、

決
議
文
の
朗
読
、
記
念
講
演
と
進

行
し｢

故
郷｣

の
大
合
唱
で
閉
会

し
た
。
２
日
間
を
通
し
て
退
公
連

の
存
在
の
大
き
さ
を
実
感
し
、
こ

の
機
会
を
与
え
て
頂
い
た
本
部
に

感
謝
し
て
会
場
を
後
に
し
た
。

嘉
穂
山
田
支
部
長

　
　
　
　
　
　

緒
方　

克

　

寄
稿
さ
れ
た
先
生
方
に
は

誠
に
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
が
、

紙
面
の
都
合
上
割
愛
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

【
お
詫
び
】

日　時 行事名

9月 2日（月）賀寿の表彰（白寿、米寿、喜寿）日公連本部へ報告（平成25年度会員数）
10月21日（月）日公連・評議員会（東京）吉田会長

21日（月）日公連・全国大会参加者宿舎集合ふくおか会館（東京都千代田区）　

22日（火）国会議員への陳情日公連・全国大会出席（日比谷公会堂）
11月14日（木）全国組織部長会議（東京）松田組織部長

1月22日（水）全国事務局長会議（東京）稲田事務局長　23日（木）まで
2月21日（金）全国女性部長会議（東京）藤田女性部長　

3月11日（火）日公連・評議員会（東京）吉田会長　12日（水）まで

20日（木）県連・評議員会　［26年度運営方針・予算等］【福岡天神センタービル　3階第3会議室】


